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序章 
１ 問題の所在 
文部科学省生涯学習政策局政策課が 2005 年 6 月 13 日に提出した、『新しい時代を切り拓
く生涯学習の振興方策について（文部科学大臣諮問理由説明）』は、子ども達のコミュニケ
ーション能力低下の原因がメールをはじめとする文字によるコミュニケーションの浸透が
関連していることを指摘し、それが IT などの無機的なコミュニケーションが発展したこと
に関連していることをしている。さらにそれを引き起こす要因として、次の 2 つが指摘さ
れている。 
第一は、我が国社会においての厳しい経済・雇用情勢・若者の親への依存の長期化、社
会への関心の希薄化などの社会的自立の遅れなどによって、フリーターや NEET（Not in 
Employment, Education or Training）が増加していることであり、第二は、少子化・核家
族化・都市化・情報化等の経済社会の変化や、人間関係の希薄化・地域における地縁的な
つながりの希薄化などにより家庭や地域社会における教育力が低下していることである。 
さらに翌年 2006 年 9 月 28 日の中央教育審議会『青少年の意欲を高め、心と体の相伴っ
た成長を施す方策について』の中間まとめにおいて、子ども達のコミュニケーション形態
が、対面による会話ではなくメールの活用に移行していることが指摘されている 1
（2006,p.36）。その同審議会が行った「情報メディアの急速な普及に伴う問題」の調査結
果によれば、インターネットや携帯電話等の情報メディアは青少年にも急速に普及してお
り、インターネット利用率は小学生で 6 割、中学生以上で 9 割を超え、携帯電話の所有率
は高校生で 9 割を超えていると報告されている。また、コミュニケーション手法のうち、
会話よりもインターネットでの情報収集やパソコン等での文書作成を得意とする青少年の
増加や、小・中学生の友達への相談手段として「メールの活用」の増加を示す報告もされ
ている。さらに、メディア上の暴力表現が青少年への暴力傾向を促すことや、インターネ
ットへの過度ののめり込みと社会的不適応の間に相関性があることなど、青少年への悪影
響がある程度明らかになっている。また、情報メディアを利用したバーチャルコミュニケ
ーションの急速な普及が、青少年の脳の発達に重大な影響を及ぼす危険性があるとの指摘
もされており、人間関係能力形成の基本的方法として、直接顔を突き合わせる対人コミュ
ニケーションが脳に組み込まれているのではないかという知見事項もある2。 
また IT の発達を含む社会環境の変化が初等中等教育の現場に多くの影響を与え、特に近
年社会問題化している重要な問題として、暴力行為、不登校、いじめ、ひきこもり、自殺
などの増加が顕著であることが統計数値として公表されている。 
『平成20年度文部科学白書3』によれば、全国の国・公・私立小・中・高等学校の児童生徒
が起こした暴力行為（対教師暴力・生徒間暴力・対人暴力・器物損壊）の発生状況は、平
成19 年度の調査結果において暴力行為の発生件数は約53,000件と、すべての学校種で過去
最高の件数となり、いじめの認知件数は約101,000件と依然として相当数に上っていること
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を報告している。18 年度調査から公立校に国立・私立校が加えた調査内容・方法の見直し
を行ったことの影響もあるものの、18 年度以降の増加は憂慮すべき状況であり、教育上の
大きな課題となっていると報告している。 
図表1は、過去10年間の暴力行為発生件数の推移を示した。 
 
 
 
（注）平成18年度以降、公立に国立・私立校が加えられた推移 
図表1．暴力行為の発生件数の推移 
出典：文部科学省『平成20年度文部科学白書』,p.95 
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa200901/1283098_006_01.pdf#search='
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa200901/1283098_006_01.pdf（' 
（2010年1月19日付） 
 
不登校については、「不登校」を理由に年間30 日以上学校を欠席した全国の国・公・私
立の小中学校の児童生徒数は129,255 人、高等学校の生徒数は53,041 人となっており、依
然として教育上の大きな課題となっていると報告されている（文部科学省,2008）。 
図表2は、過去10年間の不登校児童生徒数の推移を示している。 
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図表2.不登校児童生徒数の推移 
出典：文部科学省（2009）「平成20年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関す
る調査」 
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/08/__icsFiles/afieldfile/2009/08/06/12828
77_1_1.pdf（2010年1月19日付） 
 
また、同調査のいじめについては、全国の国・公・私立の小・中・高等学校及び特別支
援学校におけるいじめの認知件数が101,097 件、いじめを認知した学校数は18,759 校で学
校総数に占める割合は46.9%となっていることを報告している。いじめの認知件数は前年度
よりも約24,000件減少しているものの、依然として相当数に上っており、教育上の大きな
課題となっていることが指摘されている。 
図表3に、いじめの認知（発生）件数（国公私立学校）の推移を示す。図表1同様、平成
18年度以降は、公立に国立・私立校が加えた推移である4。 
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（注）平成18年度以降、公立に国立・私立校が加えられた推移 
図表3. いじめの認知（発生）件数（国公私立学校）の推移 
出典：共生社会政策統括官「平成21年版 青少年白書」 
http://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h21honpenhtml/html/b1_sho1_2.html#ZU1118 
（2010年1月19日付） 
 
さらに、年間全体で3万人に上る自殺者については、特に児童生徒のいじめによる自殺や
連鎖的な自殺、ネット上の問題などが挙げられ、教育上大きな課題であることが指摘され
ている5（文部科学省,2008）。 
図表4に、学生・生徒の自殺者数の推移を示す。 
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（注）その他は大学生・短大生・専門学校生 
図表4.学生・生徒の自殺者数の推移 
出典：共生社会 政策統括官 平成19年版 自殺対策白書（HTML） 
http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku/whitepaper/w-2007/html/part1/b1_1_06.html 
（2010年1月19日付） 
 
こうしたすべての問題の背景に共通して考えられる要因として、前述の文部科学大臣諮
問理由説明（2005）や中央教育審議会（2006）の中間まとめを考慮すれば、携帯電話やIT
の普及による子供たちの対話離れを抽出することができる。そのことを例証する新しい報
告として、文部科学省（2009）「平成20年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に
関する調査」を挙げることができる。同調査は児童生徒の問題行動等について、今後の生
徒指導施策推進の参考とするため、標記調査を実施したもので、児童生徒の問題行動等に
子供たちの対話離れに問題があることを指摘している。その原因のひとつとしてITをはじ
めとした対面不要の無機的コミュニケーションが拡大したことが挙げられている。ひきこ
もりの改善に向けて同調査が行った「指導の結果登校する又はできるようになった児童生
徒に特に効果のあった学校の措置」のうち、特に効果を齎した事例として「家庭訪問を行
い、学業や生活面に相談に乗るなど様々な指導・援助を行った9,374校」「登校を促すため、
電話をかけたり迎えに行くなどした9,253校」「保護者の協力を求めて、家庭関係や家庭生
活の改善を図った7,603校」が報告されている（文部科学省,2009）。 
この報告から明らかに指摘できることは、対面によるコミュニケーションがいかに効果
的であるかということである。IT をはじめとした無機的コミュニケーションが拡大したこ
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とで、有機的コミュニケーションの機会が希薄になり、さらに、無機的コミュニケーショ
ンに依存することで、有機的コミュニケーションを円滑に構築できない状態になっている
と考えられる。IT 社会ができる以前に行っていた、本来のコミュニケーション形態の見直
しが必要である。 
 
２ 本論文の問題意識 
本論文は、コミュニケーション手段が大きく変化している現代社会において、意思伝達
と情報の共有を効果的かつ円滑に行うことが重要であるという問題意識を根底として、コ
ミュニケーションにおける声のノンバーバル要素が果たす役割と意義について論じるもの
である。 
この問題意識は、筆者のこれまでの声優というバックグラウンドによって経験した事例
分析に基づくものである。筆者は異なる年齢層を対象に 2003 年から 2005 年にかけて計 14
回の読み聞かせを実施した。対象別に整理すると、1－1 の対象は小学生であり、1－2 と 1
－4 は企業の経営者を対象にしており、1－3 は高齢者という 3 つの特質を持っている。こ
の年代や生活観の相違するすべての対象に対して読み聞かせを行った。想いを正確に表現
するためのトレーニングを積んだスキルを具備する声が、聞き手の感情を揺さぶり、読み
手と聞き手という一方向の関係を能動的に読み手が反応する状態に変化させられるか否か
を試みた。4つの読み聞かせの事例の詳細は図表 5のとおりである6。 
 
 事例１ 対象・時期 内容 
１－１ 
小学校での
読み聞かせ 
 
杉並区立小学校PTA主
催による児童の感性
を涵養させることを
目的としている。 
全学年を対象にクラ
ス別 30 名規模の単位
で、2003～2005 年ま
で、11 回実施（注 1）。
低・中・高学年に分けて、読み聞かせの
題材を選別（注 2）。 
読み聞かせの時間は、15～30 分程度。
その前の時間に自由に児童と対話。読み
聞かせ後は感想を聞く。 
１－２ 
経営者 
モーニング
セミナー  
倫理法人会さいたま
新都心主催、企業トッ
プが自らの生き方や
会社のあり方を考え
るためのセミナー7。 
中小企業の経営者 20
名を対象。 
2003 年 12 月 30 日。 
 
スペシャリストとして、声優という職業
についての解説を行い、2つの作品（『家
族』・『百万回生きた猫』）を約 45 分間に
渡り、朗読を行った。 
１－３ 
卓話 
（３２３回
例会） 
東京葛飾中央ロータ
リークラブ主催例会8。 
中小企業の経営者 
約 20 名を対象。 
2004 年 3 月 2 日。 
『家族』という作品を約 30 分間読み、
声優という仕事について解説を行った。
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１－４ 
デイサービ
スでの読み
聞かせ 
品川区小山にある医
療法人相生会デイサ
ービスセンター・サン
ケア小山での読み聞
かせ。 
デイサービスの利用
者9名と同センターの
STAFF11 名、計人数 20
名。 
2004 年 12 月 20 日。 
クリスマスが近かったため、『サンタさ
んありがとう ちいさなクリスマスのも
のがたり』と、昔話、『花咲き山』を約
40 分間、朗読を行った。 
図表 5．事例における内容記録 
 
4 つの事例に基づいてまとめると、次のとおりである。すなわち、いずれの対象者におい 
ても、常に一方的な読み聞かせとしてはじまるが、受信する聞き手が発信者である筆者の
声に能動的な反応を示し、発信者がそれに反応することによって、両者のコンテクストの
共有は徐々に高まっていく。その行為の繰り返しによって双方向コミュニケーションが構
築される。この過程を導き出した 3つの異なる対象の受信者反応から、相違点と類似点を
まとめると図表 6のとおりである。 
 
対象        相違点    類似点 
 
小学生 
１－１ 
① 真剣に聞いていた。 
② 場面によって、激しいリアクションや
大きな声を出していた。 
経営者 
１－２ 
１－３ 
「やる気が出た」、「疲れがとれた」「スト
レスが解放できた」という人が多かった。
高齢者 
１－４ 
普段、何に対しても興味を示さなかった人
にも柔らかい表情が表れた。 
① 涙を流す、声を出して
笑うなどの感情表出
がみられた。 
② 集中して聞いていた。
③ 能動的に反応してい
た。 
図表 6．事例における対象者の相違点と類似点 
 
この発信者によるメッセージが受信者の反応を喚起する双方向コミュニケーションの構
築が、現代社会が抱えているコミュニケーションに関わる問題解消の糸口になるのではな
いだろうか。こうした大きな問題解決に繋がる可能性に向けて、声によるノンバーバルコ
ミュニケーションの重要性を再認識し、息の吸い方、音色、話すスピードを変化させるな
ど、声を意識的に操り、状況に応じた声を出せるように改善することで、コミュニケーシ
ョンを促進し、社会問題を解決する糸口になると考える。そのためには、想いを引き出す
と共に、声のノンバーバル要素をコントロールするためのスキルを身につけることが重要
な機能を果たすと考える。コミュニケーション不全を解決するには、スキルを育成するト
レーニングの重要性を認識することが必要である。以上、5つの事例による分析から、問題
提起を行う。 
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事例 問題提起 
１－１ 小学校での読み聞かせ 
１－２ 経営者モーニングセミナー 
１－３ デイサービスでの読み聞かせ 
１－４ 卓話 
２   文部科学省による問題指摘 
 
スキルを具備する声による 
コミュニケーションの促進 
図表 7．問題提起 
 
上記の問題提起に基づき、問題提起から予測できる改善点を以下のように挙げる。 
 
 
① 
相手の感情の動きや、それに対する息使いなどを体感することによって、受動態の子
ども達を能動態にすることができ、コンテクストの共有が高まるのではないか。 
 
② 
 
声のノンバーバル要素の変化を意識している人はどれくらいいるだろうか。自分の声
に対する認識を高め、感情をノンバーバル要素に表した声で話すことができれば、声
によるコミュニケーションを効果的に増幅することができるのではないか。 
 
③ 
読み聞かせでは、映像のない空間で聞き手が同じ背景を思い浮かべることができるよ
うに、声のノンバーバル要素をコントロールし、登場人物の精神面や時間の経過、環
境的背景を現している。そしてその空間において、読み聞かせを通じて物語に溶け込
み、周囲と一体化することで、日常の不安やストレスから解消されるのではないか。
 
④ 
 
声を発しなくても生きていける現在の日本社会において、声によるノンバーバルな伝
達手法の意義を明確にすることで、人と接することを避けている無機的コミュニケー
ションに依存する人たちを軽減できるのではないか。 
図表 8．問題提起から予測できる改善点 
 
ここで、これまで行ってきた具体的事例および問題提起に基づき、改めて問題を次のよ
うに整理することができる。 
人間関係に問題が生じている背景には、次のようなコミュニケーションの変化による影
響を指摘することができる。すなわち、コンテクストの共有を志向する対面による密接な
つながりの中でのコミュニケーションから、様々な社会的環境の変化、メディアの発達や
IT の普及による対面不要の一方向コミュニケーションへと変化したことにある。これまで
対面によって行われてきた人間関係が、非対面へと移行したことが現在の社会問題に大き
く影響していると考えられる。 
こうした問題の解決策を導くモデルを形成する上で、重要な示唆を与える意思伝達のプ
ロセス、すなわちコミュニケーション構築の手法がある。それは、事例で挙げた語り手と
聞き手と同じプロセスである。換言すると、舞台における演者と観客の関係性とそこに構
築されているコミュニケーション手法である。演者の声は、抑揚と間をコントロールして、
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感情を抑揚にのせている。舞台では非日常空間の中で、演者は観客の代弁者としての役割
を担っている。舞台上で演じられる演技において、演者は観客に対し、一方向の台詞の投
げかけのように見えるが、実際には演者は観客が自己投影するための媒体として存在して
いると位置づけることができる。観客は演じられている演者の役柄に自分を置き換えるこ
とで疑似体験をし、さらに二次的空間において、それを客観的に観ている。演者による対
面で行われる台詞の投げかけに、観客は頷き、怒り、悲しみ、笑い、能動的に反応する。
ここで演者の意図する｢想い｣に重要な役割を果たしているのは声によって示されるバ
ーバルの意味だけではない。それ以上に重要な役割を果たしているのが、声のノンバー
バル要素である、「抑揚」や｢間｣である。声のノンバーバル要素によって、「想い」を正
確かつ確実に伝えることにより、高い情報共有の状況、いわば高コンテクストの状況を
創出することができる。ここではさらに重層的に情報共有のための｢想い｣の伝達が行わ
れる。すなわち、演者は情報共有の結果として生み出される観客の感情表出を受けて、さ
らに｢想い｣の伝達にシナジーを高めることが出来る。この演者と観客の情報共有のプロセ
スは、両者が共に創出する共同体空間の形成であり、コミュニケーションの過程であると
いうことができる。 
このプロセスに重要な示唆を得て、日常空間において効果的なコミュニケーションを構
築するために、声のノンバーバル要素が発信者の｢想い｣の伝達に果たす役割を論証し、コ
ミュニケーションにおける声のノンバーバル要素の重要性を明らかにしようとするのが、
本論文の目的である。 
コミュニケーションにおける声のインパクトは、一般的にはバーバル要素、すなわち言
葉の意味を捉えがちであるが、内面的な想いをはじめとする複合的な情報は抑揚や間など
のノンバーバル要素によって伝達される。バーバルの意味は一定であるが、それにノンバ
ーバル要素が加わることで、肯定的なものが否定的に変化することや、またその逆もあり
得る9。声におけるノンバーバル要素は、内面に顕在する想いを表出する。 
しかし、ノンバーバル要素を正確にコントロールするには、スキルが必要である。スキ
ルを使って意図的にコントロールすることによって、受信者は発信者が提示するコンテク
ストを共有し、それに能動的に反応することができる。発信者の声が、「抑揚」と「間」に
加え、「想い」を表出することにより、高コンテクストな状況を創出し、コミュニケーショ
ンを成立させると考える。 
本研究は、声によるメッセージ伝達において、バーバル要素のみならずノンバーバル要
素が、コミュニケーション構築に極めて重要な役割を内包すると考える。特にノンバーバ
ルの要素が想いを伝える大きな役割を担っていることに着目し、その存在意義を新たに提
示する。 
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３ コミュニケーション学における本論文の位置づけ 
日本コミュニケーション学会10は、コミュニケーション研究を学際的な人間研究と位置づ
け、ヒューマン・コミュニケーション研究を次のように定義している11。 
「ヒューマン・コミュニケーション研究は人間の象徴的相互作用の性格、過程と効果の
研究である。」 
さらに同学会は、その主要領域として、次の 11 領域を明示している。 
 
① 記号体系 
② 異文化間(intercultural)コミュニケーション 
③ 対人(interpersonal)コミュニケーション 
④ 組織コミュニケーション 
⑤ 音声解釈・表現(oral interpretation) 
⑥ プラグマティック・コミュニケーション 
⑦ 演説 
⑧ レトリックとコミュニケーション理論 
⑨ スピーチ・コミュニケーション教育 
⑩ 音声科学(speech and hearing science) 
⑪ その他（言語学、心理学、経営学、政治学、外国語教育に関係したコミュニケー
ション研究） 
 
この中で⑨スピーチ・コミュニケーション教育は、教育的コンテクストにおけるコミュ
ニケーション研究であり、次の 3 種類が識別される。第一はコミュニケーション開発、第
二は口頭コミュニケーション技能、第三は教授的コミュニケーションである。コミュニケ
ーション開発は、コミュニケーション技能の習得と応用の研究、口頭コミュニケーション
技能は、話す能力と聞く能力を要請するための方策研究、教授的コミュニケーションは教
授・学習過程に関係するコミュニケーション的要素の研究である。また⑩音声科学は、話
す行動と聞く行動の生物学的、音韻論的及び物理学的な諸相の研究である。本研究は、発
信者と受信者間の意思伝達、特に声のノンバーバル要素による想いの伝達を対象とするた
め、⑨⑩の領域を対象として扱う。 
本論文では、対面によって行われるコミュニケーションを有機的コミュニケーションと
し、それとは対照的に IT や携帯電話などを利用した非対面状態で行う間接的なコミュニケ
ーションを無機的コミュニケーションと定義する。そしてコンテクストの共有は、一般的
な相互の情報共有という意味に加え、伝達された想いの理解と定義する。さらに「想い」
はその瞬間ごとに内面に抱く感情とし、技術・テクニックは「スキル」と定義する。  
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４ 本論文の構成 
本論文では、声によるメッセージ伝達にはバーバルとノンバーバルの両要素を兼ね備え
ていると捉え、ノンバーバル要素をコントロールするスキルを具備することによって想い
を伝達することができると考える。さらに、両者が能動的に反応することにより、コンテ
クストの共有を深めるという観点に立ち、想いの伝達に必要な声の持つ特質について考察
する。コミュニケーションにおける声のノンバーバル要素の重要性と可能性を探求する。
以下の流れに沿って論じる。 
本章では、①文部科学大臣諮問理由説明による、文部科学省生涯学習政策局政策課が 2005
年 6 月 13 日に提出した、『新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について』12 ②2006
年 9 月 28 日の中央教育審議会『青少年の意欲を高め、心と体の相伴った成長を施す方策に
ついて』の中間まとめ ③文部科学省（2009）「平成 20 年度文部科学白書 第 2部 初等
中等教育の一層の充実のために 第 2節 暴力行為，いじめ，不登校等の解決を目指して」
における事実関連を明らかにし、筆者の経験による読み聞かせにおける事例の分析に基づ
き、問題提起を行う。 
第 1 部では、声におけるノンバーバル要素の存在意義について考察する。第 1 章「声に
おけるノンバーバル要素の重要性とその存在意義」では、最初のコミュニケーションにお
けるノンバーバル要素の重要性を振り返り、声におけるノンバーバル要素のインパクトに
ついて考える。また、高コンテクスト・コミュニケーション構築において、人格形成に及
ぼす母子関係の影響について考察する。母子間の構築、すなわちノンバーバル要素を持つ
母親の声の重要性を考察する。そして読み聞かせの重要性を打ち出し、子ども達における
コミュニケーションの変化とその影響を顧み、子ども達の息の変化を追う。さらに、アメ
リカが成功させた読み聞かせの効果を鑑み、我が国においての声の重要性とその存在意義
の見直しを提言する。 
第 2 章「声におけるノンバーバル要素の形成要因」では、ノンバーバル要素としての声
の役割について論じる。また、ノンバーバル要素としての声を形成する内的要因を、先天
的要因による声の形成（骨格）と、後天的要因（呼吸・姿勢・性格）、複合的要因（家族構
成・職業・役割）に分類し、ノンバーバル要素としての声を形成する外的要因（環境・行
動パターン・役割）について考察する。 
第 3 章「声におけるノンバーバル要素の分類」では、ノンバーバルにおける声の要素を
挙げ、声と「息」のフレームワーク、すなわち、日本人が伝承してきた武道における息使
いから、これまで無意識に重視してきた日本人の感覚、「間」の存在意義について考察する。
さらに声のノンバーバル要素における「息」と「間」の関連性について論じる。 
第 2部では、声の実態調査をまとめる。第 4章では、仮説・方法論についてまとめる。 
「仮説：スキルを具備する声は想いを伝達する。」を検証するための方法論は、以下の 3
通りで行う。 
① 声に対するアンケート調査ではアンケート調査の分析を試み、声に対する意識を明
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確にする。バーバルの意味ではなく、内面的な想いを声のノンバーバル要素の変化
により表現することができるか否かを明らかにする。声のノンバーバル要素のコン
トロールによって、相手の受け方に変化が生じることを踏まえ、実際に感情がどの
ような状態で声に反映されているかを検証する。 
② 声のサンプリング調査では、声優と一般の発話者に、声の要素を 15 パターン（高く・
低く・大きく・小さく・喜んで・怒って・悲しんで・普通に・間を取ってなど）の
指示に従い、5つの言葉（おはようございます・ありがとうございました・またお会
いしましょう・愛してる・あなたが大嫌いです）を読んでもらう。録音した音声を
波形データにして分析し、声優と同じ指示に対し、一般の人が自分の声をコントロ
ールできるかを比べることによって、声の抑揚の変化、間の取り方、感情のコント
ロール状態を明らかにする。 
③ 声のヒアリング調査では、②声のサンプリング調査で収集した音声を評価者に聞い
てもらい、声優と一般の人の声のノンバーバル要素から、どの想いで発話している
と感じたかを聞き取ってもらう。 
第 5章では、これらの調査の結果を分析し、仮説を論証する。 
終章の課題と展望では本論文を総括し、さらなる課題を提示した。課題としては、一般
の人が声のノンバーバル要素を意図的にコントロールすることが困難であるという結果に
鑑み、次の仮説を設定し、検証することを挙げた。 
｢想いを伝える声のノンバーバル要素は訓練によって習得できる｣ 
これを検証するための予備的実験として、遊魚道場 1 週間プログラムを実施し、その結
果について、評価者 114 名による評価実験を行い、予備的考察を行った。これらの結果に
基づき、想いを伝達するスキルを具備する声を習得するためのシステム化モデルを示し、
その理論的検証を本論文の今後の課題とした。 
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序章 脚注 
                                                  
1中央教育審議会『青少年の意欲を高め、心と体の相伴った成長を施す方策について』の中
間まとめ（2006 年 9 月 28 日）,p36 に基づいている。
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/06112713.htm 
（2009 年 11 月 25 日現在） 
22006 年 9 月 28 日の中央教育審議会『青少年の意欲を高め、心と体の相伴った成長を施す
方策について』の中間まとめ 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/07020115/006.htm（2010
年 2 月 8日現在） 
3文部科学省（2009）「平成 20 年度文部科学白書 第 2部 初等中等教育の一層の充実のた
めに 第 2節 暴力行為，いじめ，不登校等の解決を目指して」,pp,94-98 に基づいている。
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa200901/1283098_006_01.pdf（2009 年
11 月 25 日現在） 
4また、インターネットや携帯電話を利用した新しい形のいじめが社会的に大きく取り上げ
られるようになり、平成19 年9 月から、「子どもを守り育てる体制づくりのための有識者
会議」が審議を行い、20 年6 月には、「『ネット上のいじめ』から子どもたちを守るため
に―見直そう! ケータイ・ネットの利用の在り方を―（子どもを守り育てる体制づくりの
ための有識者会議まとめ（第2 次））」が取りまとめられ、学校・家庭・行政・関連企業
が取るべき対応を提言している（文部科学省,2008）。 
5『平成 20 年度文部科学白書 第 2部第 2節 暴力行為，いじめ，不登校等の解決を目指し
て』を参照した。それによれば、平成 19 年において、国・公・私立小・中・高等学校の自
殺者数は 159 人と報告されている。
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa200901/1283098_006_01.pdf（2009 年
11 月 25 日現在） 
6（注１）杉並区立東田小学校に通学している児童を対象とした読み聞かせを実施した。毎週
水曜日の時間割の読書タイムにおいて、2003 年 2月 4日、6月 4日、6月 11日、6月 25日、
2004 年 2月 16 日、3月 9日、6月 9日、2005 年 5月 10 日、5月 18日、5月 25日、6月 15
日の計 11回実施した。 
（注２）低・中学年には、『天狗のうちわ』、『天狗のかくれみの』、『耳なし芳一』、『大工と鬼』、
『100 万回生きた猫』、『おいてけ堀』、『アリババと 40人の海賊』、『花咲き山』、『かいじゅう
たちのいるところ』を題材にし、高学年には、『100 万回生きた猫』、『花咲き山』、『じゅもん』、
『家族』を読み聞かせした。 
7昭和 55 年、千葉県倫理法人会が設立、現在、47 の都道府県倫理法人会に加え、520 ヵ所に
市・区単位の倫理法人会を設立し、会員数は 46,000 社に及ぶ。中小企業の経営者を対象と
したセミナーは、週１回、早朝 6時から開催し、朝型の生活習慣を体得するとともに、会
員同士の交流・情報交換の場として、倫理法人会活動の柱となっている。時には各名士を
講師に招き、その道のエキスパートの話を聴くことも行っている。 
8例会では、食事を共にしながら、個々の職業、趣味を語らい、親睦と生涯の友を作り、最
も重要なロータリー情報の交換を行うことである。卓話にも重点を置き、新たな知識を得
ることでクラブ全体の意欲を喚起し、簡素で有益で実り多いクラブ生活を課題としている。 
9筆者の職業は声優であり、日頃から声の持つ力や、声で伝えることの重要性を痛感してい
る。この研究の問題意識には、筆者の仕事である声優において実感してきた声の持つ重要
性に対して、一般的な認識が低いという思いから、声のノンバーバル要素の役割における
重要性について追求したいと考えたことが根底にある。声優の仕事は、アニメーションや
洋画の吹き替えが一般的に認知されているが、それ以外にもCM（コマーシャル）や番組ナ
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レーション、ラジオ番組のDJ（ディスクジョッキー）やその間に流れるラジオCM、番組の
スポンサー紹介など、仕事内容は多種多様である。他にも、時報案内、目覚まし音、カー
ナビゲーションの案内、企業のVP（ビデオプロモーション）ナレーション、キャラクター
の声、携帯サイトの案内、インターネット内での説明ナレーション、玩具や電気製品の声
など、様々な分野で声優の声は活用されている。洋画の吹き替えでは、違う言語を日本語
にし、あたかも外国人の俳優が日本語を話しているかのように錯覚させるために、呼吸や
息の深さにあった自然な会話が要求される。口の形にも留意し、画面上の役者の息継ぎに
合わせ、視聴者に不自然さを感じさせぬよう、様々な配慮が必要とされる。また、テレビ
CMは 15 秒、ラジオCMは 20 秒と尺が定められているため、正確な体内時計が要求される。
映像に合わせ、音楽との兼ね合いを考慮しながら台本を読み、タイムマネジメントを行う
作業である。CMに限らず、ほとんどの現場で、このタイムマネジメントが要求され、キャ
ラクターのイメージや番組のカラーなどに合わせ、決められた時間内に正確に収める演技
をする。どの仕事においても、声優の仕事は、声だけでなく、息（呼吸）と間（ま）が重
要な鍵であり、息と間の調節ができなければ、視聴者に台詞（バーバル）以上のものを伝
えることは出来ない。台詞以上のものとは、例えば、時間の経過や発した台詞の意味とは
異なる内面的な感情などである。多くの声優がもともとの出発は役者であり、今尚、舞台
活動を続けている者が多い。舞台では、声優のようなスタジオにおける仕事と異なり、肉
声で大勢の観客に台詞を伝えることが要求される。しかし、大きな声だけが要求されるの
ではなく、息と間による表現も要求される。舞台の仕事は芝居やミュージカルだけではな
く、最近では、世上の読み聞かせの需要が高まり、朗読会も数多く開かれるようになった。
朗読会は、舞台公演だけに留まらず、老人施設や図書館、子供の集まる場所などで盛んに
行われている。声優の声による読み聞かせによって、老人や子供たちは集中し、大きくリ
アクションをとり、物語の世界に自ら入っていく。声優は、声の高低、強弱、スピード、
温度差、間をコントロールし、感情を抑揚にのせている。その背景にあるものは声のノン
バーバル要素をコントロールするスキルであると考え、一般の人との声のノンバーバル要
素の認識に大きな隔たりがあると考えたのが、問題意識である。  
10藤巻他（2006,pp.2-4）は、これまでのコミュニケーション学の領域では常にコミュニケ
ーションは学術的臨界点に位置づけられ、専門的学術領域（心性・精神）と英語教育領域
（スキル・テクニック）の両義的な存在であったと指摘している。従来のコミュニケーシ
ョン学は心理学と共有しているものが多く、「想い」や「精神」が問題の中心であったとさ
れる。日本コミュニケーション学会は、1971 年日本太平洋コミュニケーション学会として
創立され、1985 年に日本コミュニケーション学会と名称を変更した。同学会は、以下の基
本方針のもとに、研究学術活動を行っている。 
1）日本社会におけるコミュニケーションの研究と教育。 
2）諸外国におけるコミュニケーションの研究と教育。 
3）日本語コミュニケーション教育の研究、実践および普及。 
4）外国語コミュニケーション教育の研究、実践および普及。 
5）国際的なコミュニケーション研究教育の推進。 
11 McBath, J. & Jeffery, R. (Sept., 1978) Defining Speech Communication. Communication 
Education 27, 3. 181-188 参照。 
12文部科学省（2005.6）『『新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について（文部科学大
臣諮問理由説明）』を参照
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/05061702.htm（2009 年 7
月 20 日現在） 
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